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1. はじめに 

ミジンコウキクサ(Wolffia globosa）は世界最

小の被子植物であり、その大きさは長径0.

3〜0.8mm、短径0.2〜0.3mm、高さ0.2〜0.

6mmである。花期は8〜9月。開花は非常

にまれで、送粉方法はよくわかっていな

い。基本的に栄養生殖で増殖する。たん

ぱく質を豊富に含み、増殖能力が非常に

高いため、たんぱく質源としても注目され

ている。 

2. 目的 

本チームは、上述の通り、まだ明らかにな

っていない送粉方法の解明のため研究を

試みた。また、たんぱく質源として安定して

ミジンコウキクサを栽培するため、生育環

境による増殖力の違いについても実験を

開始した。 

3. 方法 

第一に、水質条件による増殖状況の違い

を調査した。水道水、蒸留水、メダカ水槽

の水、栄養水(ハイポネックスを1000倍希釈

した水)の4つ、場所は奈良高校の生物室

のベランダと裏門の階段とし、ベランダに

置いたものには1.5gずつ、階段に置いたも

のには3gずつミジンコウキクサを入れた。

二週間に一回グラム数を計測し、その増減

を記録した。 

第二に、蛍光灯を用いて、照射時間につ

いての実験を行った。ハイポネックスを500

倍希釈した水に、100個のミジンコウキクサ

を浮かべたビーカーを9つ用意し、それぞ

れ３つずつを6時間、9時間、12時間の照

射時間のグループに分けた。 

4. 結果 

第一の実験では、栄養水に入ったミジンコ

ウキクサは爆発的に増加し、それ以外はほ

ぼ死滅する結果となった。風雨で他の植

物や虫の影響を受けたことが死滅の原因

ではないかと思われる。死滅した葉は、後

端が破れ、白くなっていた。この結果を受

け、ミジンコウキクサの栽培に適している水

はハイポネックスを含んだ栄養水だというこ

とがわかった。 

第二の実験では、増えたグループは見ら

れず、全てのグループでウキクサの数が減

少した。減少に関して時間別の規則性は

確認できなかった。ビーカー内でのシアノ

バクテリアの繁殖等が減少の原因として考

えられる。また、並列して栽培しているミジ

ンコウキクサを観察したところ、ミジンコウキ

クサのツリガネムシとの共存、ミジンコウキク

サのミドリゾウリムシとの共存、ミジンコウキ

クサの雄蕊と見られるものが観察できた。 

5. 今後の展望 

照射時間別の実験の失敗原因について、

更に考察する必要がある。加えて、サンプ

ルにシアノバクテリアが繁殖し、ミジンコウ

キクサのサンプルの生育に影響を与えてし

まうため、シアノバクテリアを除去する作業

を進めている。 

また、それと並行する形で、光の種類や日

照時間、温度等の変化が生育に与える影

響に関する調査や、有性生殖及び開花の

観測も行っていきたい。  
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